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近
い
未
来

　

高
齢
者
の
自
動
車
事
故
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の

免
許
更
新
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
早
い
人
だ
と
70

歳
く
ら
い
で
免
許
を
返
上
す
る
人
も
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
私

の
自
動
車
を
運
転
で
き
る
期
間
も
こ
の
先
そ
ん
な
に
長
く
は
な

い
。

　

や
が
て
は
運
転
免
許
証
を
返
上
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
自

転
車
で
移
動
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
自
転
車
だ
っ
て
高
齢
に
な

り
不
安
定
な
運
転
を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
家
族
か
ら
止
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
す
る
と
次
は
徒
歩
だ
。
若
い
こ
ろ
に
自
動
車
に
乗
っ
て

ば
か
り
い
た
足
だ
か
ら
す
ぐ
に
杖
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
杖

の
次
は
、
一
人
で
歩
く
の
は
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
付
き
添
い

の
人
が
必
要
に
な
る
。

　

そ
の
頃
に
は
旅
行
に
行
く
こ
と
も
難
儀
に
な
り
、
外
出
も
控

え
る
よ
う
に
な
る
。
一
日
を
部
屋
で
過
ご
す
日
が
多
く
な
る
。

家
族
が
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
る
よ
う
に
な
る
。
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
も
行
く
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
寿
命
が
あ
る

な
ら
ば
老
人
施
設
に
入
る
だ
ろ
う
。
老
人
施
設
で
の
生
活
が
長

く
な
れ
ば
人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

少
子
高
齢
化
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
。
国
の
財
政

だ
っ
て
よ
く
な
い

だ
ろ
う
。
今
の
よ

う
に
老
人
施
設
に

入
居
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
ず
っ
と

先
の
話
で
は
な
く
、

た
か
だ
か
数
十
年

後
の
こ
と
だ
。
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今
回
は
そ
の
時
の
シ
ナ
リ
オ
を
少
し
だ
け
紹
介
す
る
。

　
　
　

開
幕

（
舞
台
）

　

樹
が
多
く
茂
り
、
大
邸
宅
の
庭
。
池
の
横
に
あ
る
大
き
な
石

に
お
釈
迦
さ
ま
が
座
っ
て
み
え
る
。そ
の
石
の
前
に
弟
子
、菩
薩
、

天
人
、
千
二
百
人
が
座
っ
て
い
る
。

（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　

こ
こ
は
イ
ン
ド
の
舎
衛
国
、
祇
園
精
舎
で
す
。
そ
こ
で
お
釈

迦
様
が
一
番
前
に
座
っ
て
い
る
舎
利
弗
に
話
さ
れ
ま
す
。

（
お
釈
迦
さ
ま
）

　

舎
利
弗
よ
、
こ
こ
か
ら
西
方
十
万
億
土
む
こ
う
の
と
こ
ろ
に

極
楽
が
あ
る
。
そ
こ
に
阿
弥
陀
仏
が
お
ら
れ
、
い
つ
も
お
説
教

を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
寸
劇
は
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

廣
讃
寺
新
同
朋
会
が
結
成
さ
れ
て
二
十
年
目
に
あ
た
る
平
成

九
年
に
同
朋
会
二
十
年
の
あ
ゆ
み
誌
を
作
成
し
た
。

　

そ
の
中
に
「
寸
劇　

阿
弥
陀
の
国
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し

た
。
そ
の
目
的
は
同
朋
会
員
に
阿
弥
陀
経
と
は
ど
ん
な
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
か
を
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
阿
弥
陀
経
の
内
容
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で

寸
劇
で
や
れ
ば
少
し
わ
か
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
お
釈
迦
さ
ま
を
は
じ
め
弟
子
や
菩
薩
、
天
人
な
ど
の
役
を

同
朋
会
の
メ
ン
バ
ー
に
割
り
当
て
た
。
お
釈
迦
さ
ま
は
亮
昭
住

職
で
当
時
の
同
朋
会
長
は
一
番
弟
子
の
舎
利
弗
だ
っ
た
。
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
私
で
す
。
そ
の
他
、
舞
台
、
進
行
、
音
響
な
ど
の

係
も
作
っ
た
。

　

こ
こ
で
阿
弥
陀
の
国
の
お
話
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。し
か
し
。

い
ざ
寸
劇
を
始
め
よ
う
と
し
た
ら
住
職
が
で
き
な
い
と
言
わ

れ
、
そ
れ
で
実
演
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

阿
弥
陀
の
国
の
お
話

伊
藤
和
美
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報
恩
講
の
最
後
の
日
、
御
満
座
（
十
一
月
三
日
）
の
説
教
が

終
わ
っ
た
後
に
精
進
落
と
し
を
行
い
ま
し
た
。
一
人
会
費
は
千

円
。
午
後
三
時
過
ぎ
か
ら
。

　

今
年
初
め
て
実
施
し
た
の
で
す
が
五
十
名
以
上
で
に
ぎ
や
か

に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
精
進
落

と
し
の
席
で
は
お
酒

も
あ
り
、
皆
さ
ん
日

ご
ろ
の
思
い
を
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
の
報
恩

講
で
も
、
こ
の
精
進

落
と
し
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

報
恩
講
精
進
落
と
し
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行
事
予
定 

【
20
組 

行
事
予
定
】

（
役
員
は
七
時
）

（
役
員
は
七
時
）

十
二
月
八

日

　
　  

　
十
九
日

　
　  

二
十
八
日

　
　  

三
十
一
日

十
時　

修
正
会

七
時
半 

同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時 　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

（
祝
）

（
土
）

（
土
）

（
月
）

一
　
月
　
一
日

　
　  

　
十
二
日

　
　  

　
十
九
日

　
　  

二
十
八
日  

（
土
）

（
水
）

（
金
）

（
月
）

七
時
半 

同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時 　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

三
時 　
歳
末
勤
行

十
一
時
半
〜
十
二
時
半
ま
で　
除
夜

東
別
院
報
恩
講

お
勤
め
稽
古
の
後
、

外
陣
で
助
音
に
つ
き
ま
す

十
二
月
十
五
日（
土
）
十
一
時
半
〜
十
五
時 

新
年
会

一
月
二
十
七
日（
日
）
五
時 　
ご
命
日
の
つ
ど
い

平
成
三
十
一
年（
２
０
１
９
年
）年
忌
表

年
　
回

年
回
に
あ
た
る
没
年

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

平
成
30 

年
（
２
０
１
８
年
）

平
成
29 

年
（
２
０
１
７
年
）

平
成
25 

年
（
２
０
１
３
年
）

平
成
19 

年
（
２
０
０
７
年
）

平
成
15 

年
（
２
０
０
３
年
）

平
成
9 
年
（
１
９
９
７
年
）

平
成
5 
年
（
１
９
９
３
年
）

昭
和
62 

年
（
１
９
８
７
年
）

昭
和
58 

年
（
１
９
８
３
年
）

昭
和
52 

年
（
１
９
７
７
年
）

昭
和
48 

年
（
１
９
７
３
年
）

昭
和
45 

年
（
１
９
７
０
年
）


